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兵庫県神戸市における新型インフルエンザ患者の発生について 
 
 

5 月 15 日に兵庫県神戸市から厚生労働省に連絡のあった新型インフルエン

ザ（インフルエンザＡ／Ｈ1Ｎ1）が疑われる患者（神戸市在住、10 代後半の男

性）が、国立感染症研究所からの検査結果の報告によって、新型インフルエン

ザの患者であることが確定し、厚生労働省から別添のとおり報道関係者にプレ

スリリースがあり、本会にも連絡がありましたのでとり急ぎご連絡申し上げま

す。 
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兵庫県神戸市における新型インフルエンザ（インフルエンザA／HlN1）が

　　　　　　　　　疑われる患者の発生について

　5月15日夜10時頃、兵庫県神戸市から連絡のあった新型インフルエンザ（インフルエン

ザA／HI　N1）が疑われる患者（患者A）について、国立感染症研究所からの検査結果の報

告がございましたので、お知らせします。
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　このことから、当該疑われる患者Aは、新型インフルエンザの患者であることが確定しまし

た。

　患者Aに関する情報、その他の患者に関する情報、今後の対応は、以下のとおりです。

1．患者Aに関する情報

（1）　概要

　　患者Aは、兵庫県神戸市在住の10代後半の男性。本人には海外渡航歴はない。5月

11日に悪寒を訴え、5月12日に37．4。Cの発熱があり、医師の診察を受け、インフルエン

ザ簡易検査でA型陽性、B型陰性であった。医師がソ連型と香港型を区別するため、検体

を神戸市環境保健研究所に提出した。検体は5月12日に神戸市環境保健研究所に到着
　し5月15日に検査が行われた。結果がA型（＋）、ヒトH1（一）、ヒトH3（一）、新型H1（＋）

であったため、新型インフルエンザ（インフルエンザA／HIN1）が否定できない可能性のあ

る事例として、厚生労働省新型インフルエンザ対策推進本部に連絡があった。

　　5月16日午前0時すぎ、感染症の予防及び感染症の患者に対する医療に関する法律
　（平成10年法律第114号。以下、r感染症法」という。）に基づき、神戸市内の医療機関か

ら神戸市に対して、新型インフル．エンザが疑われる患者としての届出があり、午前3時30

分ごろ、患者は1、感染症法に基づき、神戸市内の感染症指定医療機関に入院した。

（2）　患者の状況

　5月15日の時点において、咽頭痛および咳がある。体温は36。C台。5月12日より抗イ
　ンフルエンザ薬（リレンザ）：を使用している。
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2．その他の患者の状況

○神戸市が行った積極的疫学調査（患者Aの行動及ぴ接触者の状況についての調査）
　により、患者と向じ学校に通う2名については、現在、神戸市内の感染症指定医療機関・

　に入院しており、今後、国立感染i症研究所仁おいて、PCR検査を実施する予定。

患者B：兵庫県神戸市在住の10代後半の男性。患者Aと同じ高校に通っている。5月
　　　15日に発熱し、医師の診察を受け、インフルエンザ簡易検査で、A型陽性、B型

　　　陰性であった。その後、神戸市内にある感染症指牢医療機関に入院したところ・

　　　同病院から新型インフルエンザが疑われる患者として届出があった。神戸市環

　　　境保健研究所で行われたPCR検査で、A型（＋）、新型H1（＋）であったため、

　　　新型インフルエンザの可能性がある。

　　　　5月15日の時点で、咽頭痛および頭痛がある。体温は、39．70C。5月15日
　　　より抗インフルエンザ薬（リレンザ）を使用している。

患者C：兵庫県神戸市在住の一10代後半の女性。患者Aと同じ高校に通っている。5月

　　　12日に発熱し、5月13日に医師の診察を受け、インフルエンザ簡易検査でA型

　　　陽性、B型陰性であった。5月16日に神戸市内にある感染症指定医療機関に
　　　入院したところ、同病院から新型インフルエンザが疑われる患者として届出があ

　　　つた。神戸市環境保健研究所で行われたPCR検査で、A型（＋）、新型H1（＋）

　　　であったため、新型インフルエンザの可能性がある。

　　　　5月1－5日の時点で、鼻汁はあるがほぼ回復している。

3．今後の対応

○感染症指定医療機関に入院している患者に対しては、神戸市において、適切な入院

　医療が提供されます。

○神戸市は、3名の患者について、積極的疫学調査を実施し、濃厚接触者を特定し、そ

　の行動や状況について、把握に努めています。

○厚生労働省は、16日朝、神戸市に担当官を派遣し、神戸市と協力しながら、疫学調

　査や情報収集に当たっております。

○今回、国内で最初の新型インフルエンザ患者が確認されたことを踏まえ、今後、都道

　府県等を通じて、感染拡大の防止、発熱外来や入院医療機関など医療体制の確保等

　に全力を尽くすこととしております。
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